
株式会社コンピュータウイング
文教システム事業部

Wingnet Cloud
クラウド型授業支援サービス

導入事例集



既存PC教室を廃止しBYOD専用教室下での授業支援

◼導入検討の背景

PC教室を９教室管理していたが学生のPC個人所有が当たり前となり、学内で管理するPCの数を
減らし、BYODを活用できる教室に変えていきたい。

■BYODでの授業の懸念点

1、従来の固定型PCであれば、座席＝PC名という組み合わせが成立していたため、 誰がどこに
いるか授業支援ソフトで簡単に把握することはできました。しかし、個人所有端末だと今まで
のように授業支援ソフトをインストールさせて利用する事が出来ないので、誰がどこで何をし
ているかの情報を取得する事が難しい。

2、オンプレ製品ではADと連携して名前を表示しておりました。 クラウドサービスですと
GoogleやAzure認証ができるのか。

3、オンプレ版だと買い切りが多いが、クラウドサービスはサブスクリプションの為、維持費が
非常に高くなってしまう。

■WingnetCloudでのご提案

2023年12月～現在 ご契約モデル「通常版」ライセンス「同時接続150」

・1の懸念点に対して

＜実教室＞

実教室へは端末の設置はなく、各個人が所有している
端末を教室に持込授業に参加します。
教室の設備としては、プロジェクターのみ設置してお
ります。また各座席には番号札を張り付けており、自
分が何番の座席に座っているか判別できるようになっ
ております。

＜WingnetCloud教室画面＞

座席選択画面

学生は実教室の机の番号とWingnetCloud
上の座席番号を一致させてWingnetCloud
の授業に参加。
そうする事で、授業支援上の教室と実教室
がリンクし、どこに誰がいるのか一目で分
かる様になるとご提案させて頂きました。
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■WingnetCloudでのご提案

・2の懸念点に対して

・３の懸念点に関して

■１年間ご利用頂いてのご状況（情報センター・丑田様より）

wingnetCloudでは、外部アカウント連携として
Microsoft Entra ID（旧AzureAD）/GoogleWorkspace
のアカウントと連携し、SSOログインが可能。
WingnetCloud内でのアカウント管理は不要になります。

同時接続アカウント＋必要機能に応じたモデル別販売を行っており最低220,000～/1年から
始められる手軽さと年毎にアカウント数・機能モデルを再考できる点が導入のポイントにな
りました。

最大同時接続数
WingnetCloud
スタートモデル定価

WingnetCloud
シンプルモデル定価

WingnetCloud
通常版定価

50 220,000 320,000 420,000

100 440,000 640,000 840,000

150 660,000 960,000 1,260,000

200 880,000 1,280,000 1,680,000

Q1,利用開始時、現状までに利用におけるトラブルなど御座いましたでしょうか

A,授業におけるトラブルなく運用が出来ています。学生側も新しい講義形態になりましたが１
度覚えるとその後は問題なく利用しています。
教員側へも事前の講習会とプレ利用期間を設け慣れて頂いたので、授業時にトラブルなく運用
が出来ました。

Q2,導入後よく利用されている機能は御座いますか。

A,座席位置の固定とモニタリングは要望だったので、導入後も希望通りで利用されています。
また教材機能に関しても、オムニバス形式の授業が多く１つの講義に対し複数の教員が担当し
ており、その際wingnetCloudでは受講している教員の教材だけを閲覧できダウンロード出来
るため、現在はほとんどの教員が利用しています。

Q3,今後wingnetCloudに期待されていることは御座いますか。

A,機能面は現状で満足しており、特段教員からも希望は出ておりません。
ただし今後は更にPC教室を廃止し、wingnetCloudの利用を広めていきたいと考えております。
現状は３教室なのでトラブルなく運用出来ておりますが、更に教室が増えた場合に教室(接続
利用アカウント)の予約が管理者から出来れば尚良いかと思っています。

保守費用、年2回程度の機能
アップデートは含まれており
ます。
また導入に際し、導入作業費
用等も御座いません。



元々PC教室には「Wingnet(オンプレミス)」の授業支援ソフトを導入頂きご利用頂いており
ました。PC教室にリプレイスに伴い、今後を見据えクラウド版の授業支援をご検討頂きまし
て2025年3月よりご導入に至りました。

①リモート参加も可能な点
従来ですとPC教室でしか利用の出来ない限られたサービスとなっていました。しかし、
WingnetCloudになる事で、PC教室以外の環境からも利用できるという点で、利用する上での
幅が広がるという点が好意的に受け取って頂けました。
(実際に沖縄県出身の学生もいる様なので、台風など予期せぬ事態も考えた時に)

②必要な授業支援機能が利用できる点
モニタリング機能、画面転送機能が一番よく利用され、Wingnet(オンプレミス）と遜色なく
利用できる点。またそれらをBYODやリモートでも利用可能な点。

③導入・管理面の手軽さ
ブラウザベース・エージェントレスの為、OSのアップデートや機器の入れ替え時にソフト
ウェアの更新作業など一切不要という点。またEntraIDとのSSO認証が可能な為、
WingnetCloudでのアカウント管理も不要な点。

・PC教室は学生1人に対し、デュアルモニ
タの環境をご用意されています。

・デスクトップ上に、WingnetCloudの
ショートカットを配置して頂いています。

・学生向けに学校様のご要望を取り入れた
専用ログイン(授業参加)マニュアルを作成
させて頂き、初回授業の際に情報リテラ
シー教育の一環として取り入れて頂いてお
ります。

■導入のポイント

■利用環境

■WingnetCloudでのご提案

PC教室は継続したまま、授業支援ソフトをクラウド化



モニタリング機能だけの販売があり、不要な機能がなく無駄のないシンプルな利用が出来るため。
クラウド版にて機能毎にモデル販売しているメーカーは現状弊社のみ(2026年1月時点)

◼ 東京都内某大学様(導入検討規模：同接250ライセンス)

◼ 課題

◼ WingnetCloudでのご提案

・中間モニタやプロジェクターなどの映像配信に関わる機器の更新費用が大きく、10年以上後回
しになっていた。
・BYOD端末の利用が浸透したが利用に関しては有効活用できている状況ではなかった。

中間モニタやプロジェクターは廃止し、WingnetCloudの画面転送機能を利用。BYOD端末の画面
だとスペースが圧迫されるため、モニタを1人1台設置しデュアルモニタとして運用。
→中間モニタやプロジェクターに関わる配信機器の導入/機器保守/配線作業費用などを全て0にな
り、WingnetCloudのみとなるので大幅に費用削減が可能。
→BYODの利活用という点においても、モニタリング機能で学生の管理。出席、発表などが了でき
る事で有効活用という点でも価値を作れる。

◼ 奈良県某大学様(同接100ライセンス)／広島県某大学様(同接1500ライセンス）

◼ ご要望

◼ WingnetCloudの選定理由

PC教室で行っていた授業をBYODで出来る様にしPC教室を削減していきたい。授業支援機能として
は、学生の状況把握を行う最低限のモニタリング機能のみで良い。

中間モニタは資料提示用に残し、学生は自分のPCを持込みに参加する。

教材提示用に中間モニタ（中間モニタ配信システム）を
残す。
学生は教室に来たらWingnetCloudへログインし、授業
名・教室名・講師名で自分の受講している授業を判断し
授業に参加。

WingnetCloudを利用する場面としては、
・テストなどの実施の際の不正防止・抑止を行う為
 (教員がモニタリングしている事を学生に周知する事が
出来、不正する事を抑止できる)
・講義への出席記録として利用

中間モニタを映像配信用に残し
wingnetCloudはモニタリング機能のみ利用のご導入

中間モニタやプロジェクターを廃止し
WingnetCloudを利用しBYODの利用推進



・某県立高校様の事例
Surfaceを県から各高校に配布している。情報教室を完全になくしてしまう事は出来ないので、
1人1台のPCを情報教室で今まで通り利用できる環境を整備したい。

・某私立高校様の事例
Windowsタブレットを1人1台に配布している。PC教室は2教室整備していましたが、1教室
のリプレイスとし、もう1教室ではBYOD端末を利用して近い環境で授業が実施できる環境を
整備したい。

①ドッキングステーション（モニタ・マウス・キーボードのみ設置）を活用した環境を整備。

②画面配信に関しては、WingnetCloudの画面配信or中間モニタ設置にてハードウェア配信

③授業支援関しては、他社製品を利用していたが、最低限の簡易な機能（座席位置の把握やモ
ニタリング、画面配信のみ）でとにかく安価な製品

④MSアカウントやGoogleアカウントとの連携が必須ではなく、とにかく簡単に利用できる
県から配布のID・パスを利用しなくても簡単に利用が出来る。ドライブなどの連携は不要。

■ご提案内容、導入のポイント

■運用に関して

■ご提案前の要件

ドッキングステーションを利用したBYOD活用

■導入後の効果

・学生は教室に入室したら、机のUSBタイプCと自分のPCを接続する
・モニタに記載の番号にてWingnetCloudにログイン
・自分の座席位置と同じ場所をWingnetCloudで選択
→以上で授業御参加が完了。教員からは授業支援を利用し今までに近い環境で授業実施が可能

2025年9月からの利用となるので、今後ヒ
アリングなど実施します。



ハイブリッド授業対応(PC教室利用と個人端末利用)

◼愛知県某大学様(WingnetCloud導入規模：100人教室/50人教室の2教室）

◼教室概要

常設端末の並ぶ従来通りのPC教室。WingnetCloudを利用し、出席及び画面モニタ
リングを行いつつ、授業映像をリアルタイムで配信する事が可能になるので登校・
在宅どちらでも同じ環境を学生へ提供可能にしております。
現在は通常のPC教室でwingnetCloudをご利用頂いており、セミナー受講などリ
モート受講可能な授業にも対応出来る様にしている様です。

◼WingnetCloudの利用

・映像配信機能

<画面配信時>

<ビデオ配信時>

<教員画面>

左下に学生へ配信中の
カメラ映像が表示されます。

映像は2画面配信が可能。
①天井のWebカメラの映像を配信(教
室全体orホワイトボード画面)
②教員画面配信で、資料やお手本画
面等を配信。
また学生は「切替ボタン」１つで①
②の映像どちらを拡大表示するか選
択が可能です。

学生はどちらの画面を拡
大表示するか切替可能

教員PC

HDMIビデオ切替器

教室内カメラ 書画カメラ ビデオカメラ

※HDMIキャプチャー参考機種：USB-CVHDUVC3(サンワサプライ)
※教室内カメラ参考機種：HDインテグレーテッドカメラ

HDMIキャプチャー

教室マイク

ミキサーアンプ

WindowsCloud

学生へ入力機器映像
と音声を一斉配信

常設端末での授業がメイン(Mac教室とWindows教室)、ただし半分利用で教室外からも授業参加し同
じ環境下で講義を受講できる様なハイブリッド運営を目指し、22年4月～スタート。

◼機器構成図

3つの入力機器映像（天井Webカメラ/書画カメラ/ビ
デオカメラ）をビデオキャプチャで教員機に取り込
みWingnetCloudによる配信が出来る環境を作ってい
ます。
メインは天井に設置されたカメラの利用でして、教
室とは別の場syから受講している学生にも、教室と
同じ環境を配信出来る様にしております。
また書画カメラや持込のビデオカメラも利用できる
様に切替器を導入されています。

映像切替ボタン
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